
平成31年度入学生カリキュラム　カリキュラムマップ

学科・専攻名

科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位

心理学科専攻科目 学科基礎科目 心理学概論
●公
（精
）

A2 心理学概論
●
公
(精)

2

心理学科専攻科目 学科基礎科目 臨床心理学概論
●公
（精
）

A2 臨床心理学概論
●
公
(精)

2

心理学科専攻科目 学科基幹科目 神経・生理心理学 ○公 A2
神経・生理心理
学

○
公

2

心理学科専攻科目 学科基幹科目 知覚心理学 ○ A2 知覚心理学 ○ 2

心理学科専攻科目 学科基幹科目 感情心理学 ○ A2 感情心理学 ○ 2

心理学科専攻科目 学科発展科目 音楽心理学 ○ A2 音楽心理学 ○ 2

心理学科専攻科目 学科発展科目
パフォーマンスの心理
学

〇 A2
パフォーマンス
の心理学

〇 2

心理学科専攻科目 学科発展科目 芸術と表現の心理学 ○ A2
芸術と表現の心
理学

○ 2

心理学科専攻科目 学科基幹科目
社会・集団・家族心理
学

○公 A2
社会・集団・家
族心理学

○
公

2

心理学科専攻科目 学科基幹科目 産業・組織心理学 ○公 A2
産業・組織心理
学

○
公

2

心理学科専攻科目 学科基幹科目 福祉心理学 ○公 A2 福祉心理学
〇
公

2

心理学科専攻科目 学科発展科目 消費と広告の心理学 ○ A2
消費と広告の心
理学

○ 2

心理学科専攻科目 学科発展科目 組織と集団の心理学 ○ A2
組織と集団の心
理学

○ 2

心理学科専攻科目 学科発展科目
対人コミュニケーショ
ンの心理学

○ A2
対人コミュニ
ケーションの心
理学

○ 2

精神保健福祉士に関す
る科目

保健医療サービス 精 A2
保健医療サービ
ス

精 2

精神保健福祉士に関す
る科目

現代社会と福祉Ⅰ 精 A2
現代社会と福祉
Ⅰ

精 2

精神保健福祉士に関す
る科目

現代社会と福祉Ⅱ 精 A2
現代社会と福祉
Ⅱ

精 2

精神保健福祉士に関す
る科目

社会保障Ⅰ 精 A2 社会保障Ⅰ 精 2

精神保健福祉士に関す
る科目

社会保障Ⅱ 精 A2 社会保障Ⅱ 精 2

精神保健福祉士に関す
る科目

地域福祉の理論と方法
Ⅰ

精 A2
地域福祉の理論
と方法Ⅰ

精 2

精神保健福祉士に関す
る科目

地域福祉の理論と方法
Ⅱ

精 A2
地域福祉の理論
と方法Ⅱ

精 2

精神保健福祉士に関す
る科目

精神保健の課題と支援
Ⅰ

精 A2
精神保健の課題
と支援Ⅰ

精 2

精神保健福祉士に関す
る科目

精神保健の課題と支援
Ⅱ

精 A2
精神保健の課題
と支援Ⅱ 精 2

精神保健福祉士に関す
る科目

精神保健福祉に関する
制度とサービスⅠ

精 A2
精神保健福祉に
関する制度と
サービスⅠ

精 2

精神保健福祉士に関す
る科目

精神保健福祉に関する
制度とサービスⅡ

精 A2
精神保健福祉に
関する制度と
サービスⅡ

精 2

精神保健福祉士に関す
る科目

精神障害者の生活支援
システム

精 A2
精神障害者の生
活支援システム

精 2

精神保健福祉士に関す
る科目

社会学 (精) A2 社会学 (精) 2

心理学科専攻科目 学科基幹科目 学習・言語心理学 ○公 A2
学習・言語心理
学

○
公

2

心理学科専攻科目 学科基幹科目 教育・学校心理学 ○公 A2
教育・学校心理
学

○
公

2

心理学科専攻科目 学科基幹科目 知覚・認知心理学 ○公 A2
知覚・認知心理
学

○
公

2

心理学科専攻科目 学科基幹科目 発達心理学 ○公 A2 発達心理学
○
公

2

心理学科専攻科目 学科基幹科目
モティベーションの心
理学

〇 A2
モティベーショ
ンの心理学

〇 2

心理学科専攻科目 学科発展科目 ことばと記憶の心理学 ○ A2
ことばと記憶の
心理学

○ 2

心理学科専攻科目 学科発展科目 生涯発達心理学 ○ A2 生涯発達心理学 ○ 2

心理学科専攻科目 学科基幹科目 感情・人格心理学 ○公 A2
感情・人格心理
学

○
公

2

心理学科専攻科目 学科基幹科目 臨床心理学 ○ A2 臨床心理学 ○ 2

心理学科専攻科目 学科基幹科目 心理学的支援法 ○公 A2 心理学的支援法
○
公

2

心理学科専攻科目 学科発展科目 障害者・障害児心理学 公 A2
障害者・障害児
心理学

公 2

心理学科専攻科目 学科基幹科目 精神疾患とその治療Ⅰ
〇公
精

A2
精神疾患とその
治療Ⅰ

〇
公
精

2

精神保健福祉士に関す
る科目

精神疾患とその治療Ⅱ 精 A2
精神疾患とその
治療Ⅱ

精 2

精神保健福祉士に関す
る科目

人体の構造と機能及び
疾病

公
(精)

A2
人体の構造と機
能及び疾病

公
(精)

2

精神保健福祉士に関す
る科目

（精神保健の課題と支
援Ⅰ）

精 A2
（精神保健の課
題と支援Ⅰ）

精

心理学全般にわたる基礎的知識
が身についている

生理・知覚・感性・に関する専
門的な知識が身についている

社会・産業・社会福祉に関する
専門的な知識が身についている

発達・教育に関する専門的な知
識が身についている

臨床心理学に関する専門的な知
識が身についている

2年
秋 春 秋

4年3年
春 秋 春

心理学の学びを通して、心
の成り立ちや働き、発達、
対人関係、心の悩みと援助
などについての高度な知識
と技能を修得し、社会の幅
広い分野で活用できる能力
を身につけて卒業できるこ
とを約束します。教育、福
祉、医療、産業などの領域
で活躍できる女性を育成し
ます。
（人の行動とそのもとにあ
る心の働きに関する専門知
識と技能を身につけ、人と
社会に関わる総合的な能力
を備えた人材の育成を目的
とする。）

心理学科　総合心理学コース
ミッション（教育目標）・到達目標 到達目標に対応する授業科目 1年

組織のミッション 到達目標１（綱） 到達目標２（細） 科目区分１ 科目区分２ 科目区分３
授業科目 春 秋

心理学における知識が身につい
ている



学科・専攻名

科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位

2年
秋 春 秋

4年3年
春 秋 春

心理学科　総合心理学コース
ミッション（教育目標）・到達目標 到達目標に対応する授業科目 1年

組織のミッション 到達目標１（綱） 到達目標２（細） 科目区分１ 科目区分２ 科目区分３
授業科目 春 秋

精神保健福祉士に関す
る科目

（精神保健の課題と支
援Ⅱ）

精 A2
（精神保健の課
題と支援Ⅱ）

精

精神保健福祉士に関す
る科目

（精神保健福祉に関す
る制度とサービス）

精 A2
（精神保健福祉
に関する制度と
サービス）

精

精神保健福祉士に関す
る科目

（精神障害者の生活支
援システム）

精 A2
（精神障害者の
生活支援システ
ム）

精

心理学科専攻科目 学科基幹科目 健康・医療心理学 ○公 A2
健康・医療心理
学

○
公

2

心理学科専攻科目 学科発展科目 意識と無意識の心理学 ○ A2
意識と無意識の
心理学

○ 2

心理学科専攻科目 学科発展科目 司法・犯罪心理学 〇公 A2
司法・犯罪心理
学

〇
公

2

心理学科専攻科目 学科発展科目 公認心理師の職責 公 A2
公認心理師の職
責

公 2

心理学科専攻科目 学科発展科目 関係行政論 公 A2 関係行政論 公 2

心理学科専攻科目 学科発展科目 心理演習 公 B1 心理演習 公 1

心理学科専攻科目 学科発展科目 心理実習 公 A2 心理実習 公 2

心理学科専攻科目 学科基幹科目 心理学文献講読 ○ B1 心理学文献講読 ○ 1

心理学科専攻科目 学科基幹科目 外国語文献講読 ○ B1 外国語文献講読 ○ 1

心理学を応用した情報処理の技
能が身についている 心理学科専攻科目 学科基幹科目

知的生産とクリティカ
ル・シンキング

○ B1
知的生産とクリ
ティカル・シン
キング

○ 1

心理学を応用した伝達の技能が
身についている 心理学科専攻科目 学科基幹科目

プレゼンテーションの
心理学

○ B1
プレゼンテー
ションの心理学

○ 1

セルフコントロールの技能が身
についている 心理学科専攻科目 学科発展科目

メンタル・トレーニン
グ演習

○ B1
メンタル・ト
レーニング演習

○ 1

心理学科専攻科目 学科基礎科目 心理学研究法 ●公 A2 心理学研究法
●
公

2

心理学科専攻科目 学科基礎科目 心理学統計法 ●公 A2 心理学統計法
●
公

2

心理学科専攻科目 学科基礎実習 心理学実験 ●公 C1 心理学実験
●
公

1

心理学科専攻科目 学科基礎実習 心理調査基礎実習 ● C1
心理調査基礎実
習

● 1

心理学科専攻科目 学科基幹科目 心理測定法演習 ○ B1 心理測定法演習 ○ 1

心理学科専攻科目 学科基幹科目 心理学応用実験 ○ B1 心理学実験演習 ○ 1

心理学科専攻科目 学科発展科目 心理科学研究法演習 B1
心理科学研究法
演習

1

心理学科専攻科目 学科基礎実習
心理的アセスメント
（検査）

●公 C1
心理的アセスメ
ント（検査）

●
公

1

心理学科専攻科目 学科基礎実習
心理的アセスメント
（面接）

●公 C1
心理的アセスメ
ント（面接）

●
公

1

心理学科専攻科目 学科基幹科目 （心理測定法演習） ○ B1
（心理測定法演
習）

○

心理学科専攻科目 学科基幹科目 心理統計の応用 ○ B1 心理統計の応用 ○ 1

心理学科専攻科目 学科基幹科目 心理学データ処理演習 ○ B1
心理学データ処
理演習

○ 1

心理学科専攻科目 学科発展科目 演習Ⅰ ● B1 演習Ⅰ ● 1

心理学科専攻科目 学科発展科目 演習Ⅱ ● B1 演習Ⅱ ● 1

心理学科専攻科目 学科発展科目 演習Ⅲ ● B1 演習Ⅲ ● 1

心理学科専攻科目 学科発展科目 演習Ⅳ ● B1 演習Ⅳ ● 1

心理学科専攻科目 学科発展科目 卒業論文 ● 6 卒業論文 ● 6

心理学科専攻科目 学科基礎科目 心理学の現場 ● A2 心理学の現場 ● 2

心理学科専攻科目 学科発展科目 社会の中の心理学 B1
社会の中の心理
学

1

低所得者の現状と生活保護制度
の概要について理解している

精神保健福祉士に関す
る科目

低所得者に対する支援
と生活保護制度

精 A2
低所得者に対す
る支援と生活保
護制度

精 2

権利擁護について正確に理解し
ている

精神保健福祉士に関す
る科目

権利擁護と成年後見制
度

精 A2
権利擁護と成年
後見制度

精 2

社会福祉における行政・福祉行
政システム、福祉計画に関する
基礎知識を身につける

精神保健福祉士に関す
る科目

福祉行財政と福祉計画 精 A2
福祉行財政と福
祉計画

精 2

障害者自立支援制度について理
解している

精神保健福祉士に関す
る科目

障害者に対する支援と
障害者自立支援制度

精 A2
障害者に対する
支援と障害者自
立支援制度

精 2

精神保健福祉士に関す
る科目

精神保健福祉相談援助
の基盤（基礎）

精 A2
精神保健福祉相
談援助の基盤
（基礎）

精 2

精神保健福祉士に関す
る科目

精神保健福祉相談援助
の基盤（専門）

精 A2
精神保健福祉相
談援助の基盤
（専門）

精 2

精神保健福祉士としての倫理、
知識、技術を身につけている

精神保健福祉士に関す
る科目

精神保健福祉の理論と
相談援助の展開Ⅰ

精 A2
精神保健福祉の
理論と相談援助
の展開Ⅰ

精 2

精神保健福祉士に関す
る科目

精神保健福祉の理論と
相談援助の展開Ⅱ

精 A2
精神保健福祉の
理論と相談援助
の展開Ⅱ

精 2

精神保健福祉士に関す
る科目

精神保健福祉の理論と
相談援助の展開Ⅲ

精 A2
精神保健福祉の
理論と相談援助
の展開Ⅲ

精 2

心理学的な技能が身についてい
る

精神保健福祉士として働くため
の知識と実践力が身についてい
る

精神保健福祉相談・援助に関す
る基礎的な知識が身についてい
る

精神保健福祉援助技術の体系、
展開方法を身につけている

心理学の文献を読み解く技能が
身についている

心理学的な方法論が身について
いる

臨床心理学に関する専門的な知
識が身についている

心理学的方法論の基礎が身につ
いている

応用心理学に関する方法論が身
についている

臨床心理学に関する方法論が身
についている

データ処理に関する方法論が身
についている

心理学的な実践力が身について
いる

心理学的な研究を実践する力が
身についている

心理学を活かして社会に貢献す
る力が身についている

心理学の学びを通して、心
の成り立ちや働き、発達、
対人関係、心の悩みと援助
などについての高度な知識
と技能を修得し、社会の幅
広い分野で活用できる能力
を身につけて卒業できるこ
とを約束します。教育、福
祉、医療、産業などの領域
で活躍できる女性を育成し
ます。
（人の行動とそのもとにあ
る心の働きに関する専門知
識と技能を身につけ、人と
社会に関わる総合的な能力
を備えた人材の育成を目的
とする。）

公認心理師に関する基本的な知
識・技能が身についている

心理学における知識が身につい
ている



学科・専攻名

科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位

2年
秋 春 秋

4年3年
春 秋 春

心理学科　総合心理学コース
ミッション（教育目標）・到達目標 到達目標に対応する授業科目 1年

組織のミッション 到達目標１（綱） 到達目標２（細） 科目区分１ 科目区分２ 科目区分３
授業科目 春 秋

精神保健福祉領域の援助技術に
関する基本が身についている

精神保健福祉士に関す
る科目

精神保健福祉援助演習
（基礎）

精 B1
精神保健福祉援
助演習（基礎）

精 1

精神保健福祉士に関す
る科目

精神保健福祉援助演習
（専門）Ⅰ

精 B1
精神保健福祉援
助演習（専門）
Ⅰ

精 1

精神保健福祉士に関す
る科目

精神保健福祉援助演習
（専門）Ⅱ

精 B1
精神保健福祉援
助演習（専門）
Ⅱ

精 1

精神保健福祉士に関す
る科目

精神保健福祉援助実習
指導Ⅰ

精 A2
精神保健福祉援
助実習指導Ⅰ

精 2

精神保健福祉士に関す
る科目

精神保健福祉援助実習
指導Ⅱ

精 A4
精神保健福祉援
助実習指導Ⅱ

精 4

精神保健福祉士に関す
る科目

精神保健福祉援助実習
Ⅰ

精 C3
精神保健福祉援
助実習Ⅰ 精 3

精神保健福祉士に関す
る科目

精神保健福祉援助実習
Ⅱ

精 C4
精神保健福祉援
助実習Ⅱ

精 4

国家資格合格のための力が身に
ついている

精神保健福祉士に関す
る科目

精神保健福祉士演習 B1
精神保健福祉士
演習

1

スクールソーシャル
ワーカーに関する科目

スクールソーシャル
ワーク論

Sc A2
スクールソー
シャルワーク論

Sc 2

スクールソーシャル
ワーカーに関する科目

児童家庭福祉 Sc A2 児童家庭福祉 Sc 2

スクールソーシャル
ワーカーに関する科目

スクールソーシャル
ワーク演習

Sc B1
スクールソー
シャルワーク演
習

Sc 1

スクールソーシャル
ワーカーに関する科目

スクールソーシャル
ワーク実習指導

Sc A1
スクールソー
シャルワーク実
習指導

Sc 1

スクールソーシャル
ワーカーに関する科目

スクールソーシャル
ワーク実習

Sc C3
スクールソー
シャルワーク実
習

Sc 3

12 12 26 30 29 25 18 18

注)「精神疾患とその治療Ⅰ」は学科基幹科目にて開講

精神保健福祉士として働くため
の知識と実践力が身についてい
る

精神保健福祉領域の援助技術が
活用できる

精神保健福祉士としての専門的
援助技術が身についている

注)「人体の構造と機能及び疾病」、「心理学概論」、「社会学」の中から1科目選択

スクールソーシャルワーカーと
しての知識が身についている

スクールワーカーとしての実践
力が身についている

スクールソーシャルワーカーと
して働くための知識と実践力が
身についている

心理学の学びを通して、心
の成り立ちや働き、発達、
対人関係、心の悩みと援助
などについての高度な知識
と技能を修得し、社会の幅
広い分野で活用できる能力
を身につけて卒業できるこ
とを約束します。教育、福
祉、医療、産業などの領域
で活躍できる女性を育成し
ます。
（人の行動とそのもとにあ
る心の働きに関する専門知
識と技能を身につけ、人と
社会に関わる総合的な能力
を備えた人材の育成を目的
とする。）


